
オンライン
教職員研修講座

独立行政法人教職員支援機構立命館大学センター

　NITS 立命館大学センターは、（独）教職員支援機構の近畿地区の地域センターとして、立命館大学大学院教職研
究科内に 2019 年に開設されました。京都府、京都市、滋賀県、大阪府、大阪市の教育委員会をはじめ、関連機関
との連携を図りながら、教職員の学びを支援するための組織です。
　2022 年度は、公立及び私学の教職員向けの研修講座として、下記の 6 講座を企画、実施いたします。各講座は、
オンライン（Zoom）による講義の配信という形をとります。個人及び学校単位での申し込みも可能ですので、全国
各地から、多くの方々の積極的なご参加を期待し、ご案内申し上げます。なお、この６講座については、連携する
各教育委員会の教育センター等からも、後日Web配信が予定されています。2022年度からは、大津市教育センター
の教職員研修講座としてもご活用いただくことになりました。
　各講座の詳細につきましては、NITS 立命館大学センターのホームページにてお知らせします。

●お申込み方法などの詳細はNITS立命館大学センターホームページをご覧ください。
※各連携教育センター等の研修講座として参加する場合は、NITS立命館大学センターへの参加申込を行わず、各教育センター等からの指示にしたがってお申込みください。

NITS立命館大学センター

【主　　　催】独立行政法人教職員支援機構立命館大学センター　
 京都市中京区西ノ京朱雀町１（立命館大学朱雀キャンパス内）

【お問合せ先】立命館大学朱雀独立研究科事務室　　
 TEL：075-813-8269　mail：kyoken-n@st.ritsumei.ac.jp

2022年度（令和4年度）オンライン教職員研修講座一覧

10 16 日 13：30～15：00
法政大学キャリアデザイン学部　教授　坂本 旬

デジタル化時代のカリキュラム開発

管理職 /教務担当者 /中堅教員向き主な受講対象

【連携教育委員会】京都府教育委員会　京都市教育委員会　滋賀県教育委員会　大阪府教育委員会　大阪市教育委員会

参加費
無料
参加費
無料

自由
申込制
自由
申込制

定員
制限無
定員
制限無

10 2 日 13：30～15：00

大阪教育大学連合教職大学院　教授　水野 治久

ウィズコロナ、アフターコロナ時代の児童生徒の援助
管理職 /健康安全教育担当者 /養護教諭 /
中堅教員向き

主な受講対象

7 25 月 13：30～15：00

兵庫県立大学環境人間学部
准教授　竹内 和雄

GIGA端末時代の「ネットいじめ」の現状と対応
管理職 /生徒指導・教育相談担当者向き主な受講対象

6 19 日 13：30～15：00

立命館大学産業社会学部　大学院人間科学研究科
教授　中村 正

学校におけるセクシュアル・ハラスメントと危機管理
管理職 /生徒指導・教育相談担当者向き主な受講対象

6 26 日 13：30～15：00

立命館大学文学部　言語コミュニケーション領域
教授　清田 淳子

外国にルーツをもつ児童生徒への教科学習支援
人権教育担当者 /日本語指導・国際教育等に
関心のある教職員向き

主な受講対象

7 3 日 13：30～15：00

8 21日

同志社女子大学現代社会学部　特任教授　藤原 孝章
教科横断的なSDGs学習の構想と実践

国際教育等に関心のある教職員向き
※ワークショップに参加いただくには、7/3 のライブ配信講義に参加いただく必要があります。

主な受講対象

講義

ワークショップ 13：30～15：00（予定）



2022 年度（令和 4年度）

オンライン教職員研修講座一覧

※本講座は、「Zoom」を使用しオンライン形式で実施します。最新のZoom（アプリケーション）を、ご使用のスマホ・タブレット・PCなどにダウンロード
　（無料）の上、ご参加ください。
※いずれの講座も、13:20からオリエンテーションがあります。

10 16 日 13：30～15：00

管理職 / 教務担当者 / 中堅教員向き主な受講対象

法政大学キャリアデザイン学部
教授　坂本 旬

講　　　　師

デジタル化時代のカリキュラム開発
GIGA スクール構想の前倒しによって、子どもたちが一人一台の
端末を活用して学習する時代が到来しました。デジタル機器を有
効・適切に活用し、真に学びを深めるために必要となってくるデ
ジタル・シティズンシップや、私たちを取り巻くメディアそのも
のとどのように向き合っていくかというメディア・リテラシーに
ついて多面的に考察します。

10 2 日 13：30～15：00

管理職 / 健康安全教育担当者 / 養護教諭 / 中堅教員向き主な受講対象

大阪教育大学連合教職大学院　教授　水野 治久講　　　　師

ウィズコロナ、アフターコロナ時代の
児童生徒の援助
コロナウイルス感染症は、児童生徒、学校に大きな影響を与えまし
た。先生方は不登校、いじめ、虐待などの対応に苦慮されているよ
うに思います。小中学校の不登校や虐待を疑う事例を用いながら、
教師がどうチームを組み子どもを効果的に支援できるかを考えま
す。保護者、教師の助けを求める意識に配慮し、ニーズのある子ど
もに届く支援について検討します。

6 19 日 13：30～15：00

管理職 / 生徒指導・教育相談担当者向き主な受講対象

立命館大学産業社会学部　大学院人間科学研究科
教授　中村 正

講　　　　師

学校におけるセクシュアル・ハラスメント
と危機管理
児童生徒、教職員にとって、安心・安全・信頼の場である学校にお
けるハラスメントは、根絶が求められる重大問題です。特に、児童
生徒、教職員に深刻な負の影響をもたらすセクシュアル・ハラスメ
ントや「性暴力」について、教職員などの痴漢行為や盗撮なども含
めて、実態やメカニズムを分析し、予防のための具体的な取り組み
について考えます。

7 25 月 13：30～15：00

管理職 / 生徒指導・教育相談担当者向き主な受講対象

兵庫県立大学環境人間学部
准教授　竹内 和雄

講　　　　師

GIGA端末時代の「ネットいじめ」の
現状と対応
ネット利用の低年齢化が進み、学校でも GIGA 端末を利用しています。
子どものネット上での人間関係トラブルは、SNS だけでなく、オンライ
ンゲームのボイスチャットでも起きています。また、面識のない、不特
定多数との交流が当たり前になっています。このような時代の「ネット
いじめ」の現状と対応について、共に考える機会にしていきます。

6 26 日 13：30～15：00

人権教育担当者 / 日本語指導・国際教育等に関心
のある教職員向き

主な受講対象

立命館大学文学部　言語コミュニケーション領域
教授　清田 淳子

講　　　　師

外国にルーツをもつ児童生徒への教科学習支援
外国にルーツをもつ児童生徒の日本語指導や教科学習支援の充実
は、「令和の日本型学校教育」構築にむけての重点課題の１つとさ
れています。現在は、生活言語としての日本語のみならず、学習
言語としての日本語の指導が求められており、教科等の学びに必
要となることばの力の獲得に向けて、その基本的な考え方、指導
の手順や方法等について実践例をもとに考察します。

7 3 日 13：30～15：00

国際教育等に関心のある教職員向き主な受講対象

同志社女子大学現代社会学部　特任教授　藤原 孝章講　　　　師

教科横断的なSDGs学習の構想と実践
認知度が年々高まっている SDGs。学校現場では、SDGs について、ど
のような学習を構想すればよいのでしょうか。本講座では、様々な実践
事例を紹介しながら、教科横断的な SDGs 学習を具体化する方法等に
ついて考察します。また、講義を踏まえたワークショップを開催し、受
講者間で実践の共有をしながら、SDGs 学習の多様な実践方法を検討し
ていきます。
※8/21は7/3のライブ配信受講者のうち希望者を対象に対面によるワークショップを開催し
　ます。ワークショップに参加希望の場合は、7/3のライブ配信の講義に必ず参加してください。

講義

8 21日

ワークショップ


